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河北中学校 

学校運営協議会 

第２回「学校運営協議会」開催 ～参観・熟議～ 
 今年度第２回目の学校運営協議会が１０月１２日（水）に開催されました。今回は初めに授業参観・施設見

学を行い、生徒たちの学習の様子や学校施設の状況を見て回りました。参観後は、鈴木校長から上期（4 月～

10 月）の学校の状況について説明がありました。学習や生活全般の状況、諸行事の実施状況、部活動や諸活

動での入賞状況など、コロナ禍でも工夫しながら教育活動を行っていることや文武両面での河北中生の活躍の

様子が紹介されました。 

その後の話し合いでは、「ウィズコロナ・アフターコロナを見据えた地域学校協働活動について」３つの部

会に分かれて熟議が行われました。生徒活動支援部会では、

おもに河北中生の学力向上について……。地域活動支援部

会では、少子化の状況を考慮して、新たな枠組みでの地域

貢献活動のあり方について……。総合学習支援部会では、

総合的な学習の時間を中心にした地域と学校が連携した活

動について……。それぞれの立場から活発な意見交換がな

されました。話し合いで出された主な意見を紹介します。 

 

【授業参観の感想・地域での生徒の様子について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【熟議】 

テーマ：「ウィズコロナ・アフターコロナを見据えた地域学校協働活動について」※主な意見を抜粋 

○ 自分たちが受けていた授業とは大きく変わってきているという印象を受けた。 

○ 生徒たちが素直で一生懸命勉強していると感じた。 

○ 授業で使っている機材（電子黒板、タブレット…）なども充実していて、先生方が使いこなしている。 

○ パソコンなど新しい機材の活用をどう学力に結びつけていくかが課題。 

○ 職場体験や職業体験出前授業など、受験のための勉強だけでなく将来の職業選択を意識した学習が充実 

していて良いと思った。 

○ 地域ではあいさつが良くなっている。中学生の方からあいさつをしてくれる。 

≪生徒活動支援部会≫ ～学力向上に向けた取り組み～ 

◇河北中は創立以来「文武両道」が校是である。 

◇河北中は、北・東・西村山、山形、すべての方面に行 

きやすい環境である。公立高校の倍率が低下しており、 

それらが緊張感のゆるみにつながっているのではないか。 

◇勉強に自信がないと感じている生徒が一定程度いる。 

この子どもたちを個別指導できないか。 

◇勉強に自信がない、勉強が分かるようになりたい子どもに対して、週に１回３０分間だけでも放課後、

希望者を募って学習会ができないだろうか。特に定期テスト前など。指導は教員 OB など地域の方にお

願いしてはどうか。 



今回の熟議で出された様々な意見を参考に、今後、学校や関係機関・関係者と話し合いを行い、やれること

から少しずつ取り組みを支援していきたいと考えています。 
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     ― 本の読み聞かせ ― 

 本に親しみ、心を豊かにしてほしいという思いから、地域のボラン

ティアの方々（今年度は奥山孝美さん・宮地裕子さん）が「読み聞か

せ」をしてくださっています。１年生全クラスを対象に、朝読書の時

間を使って年間１５回ほど実施していただく予定です。魅力的な語

り口で、生徒たちも毎回引き込まれるように聞き入っています。 

 

  ― 河北中祭に向けた合唱指導 － 

１０月１７日からの 4 日間、河北中祭に向けて合唱のレベル

を高めようと、中山町在住で合唱団「じゃがいも」の主宰者であ

る鈴木義孝先生を招いて合唱指導をしていただきました。歌う姿

勢やお腹を使った声の出し方、それぞれの曲のとらえ方や気持ち

の入れ方など、たくさんのことを教えていただきました。どのク

ラスも教えてもらう前と後の変化を実感しているようでした。 

お忙しい中ご指導いただきありがとうございました。 

≪地域活動支援部会≫ ～地域貢献活動のあり方～ 

◇地域貢献活動（ボランティア活動など）をするまと 

まりについて、町内会単位からもっと大きな単位に 

していく必要がある。西里、北谷地、溝延、西部は 

学区ごと、谷地中部・南部は、祭りの当番ごと等の 

分け方もある。 

◇活動は、無理せず、楽しんでできるものを、一斉で 

はなくできる地区からやっていく。 

◇地域の伝統的な芸能や行事への参加、ボランティア活動など、自分たちで考えてできるもの。 

◇地域のことを考えていける集団づくりを大切にしていきたい。 

≪総合学習支援部会≫ ～地域と学校が連携した活動～ 

◇「私たちの河北構想」の取り組みはとてもよかった。今後もぜひ継続してほしい。進化が楽しみである。 

 ・提案を具体的な形にしていきたい（オレオレ詐欺防止シールなど） 

 ・今後もいろいろなアイディアを提案してほしい。 

→町内のシャッター街再生プロジェクト、町産ワイン 

のラベルデザイン、町産ワイン広告ポスター… 

◇町内の事業所でも体験型の職場体験出前講座などは 

可能ではないか。 

◇河北町の伝統工芸を生かした作品制作などに取り組ん 

でみてはどうか。（全校制作や卒業記念とか）  

→紅花栽培 → 紅餅づくり → 糸の染色 → 紅こぎん制作（記念タペストリー、記念ブローチなど） 

◇企業側から出された課題を解決する探究型学習などに取り組んではどうか。 


